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業務委員会を開催 

 
７月15日、業務委員会を開催し、「2025年度昇格計画数」について会社から

説明を受け、議論を展開した。 

今年度は、「新しい人事・賃金制度等」の見直し後、初めての昇格計画提示

となり、新設されたＧ等級を含め、計約4,760名(＋860名)が昇格計画の対象

となった。 

全体の昇格計画数については、昇格資格年限（Ａ）の短縮等によりＳ等級を

中心に大幅に増加した。一方、Ｌ３・Ｇ４等級の計画数が減少したことについ

ては、ポストに対する必要数の変動や、近年の昇格数の実態に基づく見直しに

よるものであり、昇格数そのものへの影響はないことを確認した。また、Ｃ３

等級の計画数が示されていない点やＧ等級と合算した計画数になっている点

についても、会社の考え方を確認した。 

昇格試験については、一部の論文試験においてインターネットで提出する

方式が導入されることが明らかになった。 

この間の組合員からの声に基づき、管理者需給の改善等、多角的な視点から

会社に説明を求めるとともに、努力した者がより報われる制度となるよう、公

正・公平な人事考課の徹底と考課者教育の継続実施、さらに出向者を含む全組

合員に対する適切なフィードバック体制の強化を強く求めた。 

ＪＲ東海ユニオンは、意欲とやりがいを持って働き続けられる人事制度と

すべく、引き続き組合員の声を丁寧に汲み取り、会社と議論を展開していく
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【会社説明資料】 
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